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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年4月13日(2017.4.13)

【公表番号】特表2016-512545(P2016-512545A)
【公表日】平成28年4月28日(2016.4.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-026
【出願番号】特願2016-501663(P2016-501663)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   8/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/73     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ    8/34     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/73     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月7日(2017.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
非発酵性糖（例えばソルビトール、キシリトール）と、
ポリ（アセチル、アルギニル）グルコサミン（ＰＡＡＧ）と
を含む口腔ケア組成物であって、前記ＰＡＡＧの分子量が２０～２００ｋＤａである、口
腔ケア組成物。
【請求項２】
増粘剤（例えばグリセリン）、
界面活性剤（例えばポリソルベート２０）、
香味剤、または
保存剤（例えば安息香酸）
をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
増粘剤（例えばグリセリン）、
界面活性剤（例えばポリソルベート２０）、
香味剤、および
保存剤（例えば安息香酸）
のうちの少なくとも２つをさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
増粘剤（例えばグリセリン）、
界面活性剤（例えばポリソルベート２０）、
香味剤、および
保存剤（例えば安息香酸）
のうちの少なくとも３つをさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
増粘剤（例えばグリセリン）、
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界面活性剤（例えばポリソルベート２０）、
香味剤、および
保存剤（例えば安息香酸）
のすべてをさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
複数の非発酵性糖を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
前記非発酵性糖が、ソルビトール、キシリトール、マンニトール、グリセリンおよびエリ
スリトールからなる群より選択される、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
前記非発酵性糖およびＰＡＡＧが、約１５％～約７０％ｗ／ｖの量で前記組成物中に存在
する、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
前記ＰＡＡＧが、少なくとも０．００３％ｗ／ｖのＰＡＡＧ量で前記組成物中に存在する
、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
前記ＰＡＡＧが、少なくとも０．００３％～約０．０５％ｗ／ｖのＰＡＡＧ量で前記組成
物中に存在する、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
約１０％～約６５％ｗ／ｖの非発酵性糖と、０．００４％ｗ／ｖのＰＡＡＧとを含む、請
求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
約１０％～約６５％ｗ／ｖの非発酵性糖と、約０．０１５％～約０．２０％ｗ／ｖのＰＡ
ＡＧとを含む、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１３】
約１０％～約６５％ｗ／ｖの非発酵性糖と、約０．０１８％ｗ／ｖのＰＡＡＧとを含む、
請求項１０に記載の組成物。
【請求項１４】
前記組成物中に存在するＰＡＡＧの量が、非発酵性糖なしの組成物と比較して減少してい
る、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
前記非発酵性糖の１つがソルビトールである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１６】
ソルビトールが、約５重量％～約３５重量％の量で前記組成物中に存在する、請求項１５
に記載の組成物。
【請求項１７】
前記非発酵性糖の１つがキシリトールである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１８】
キシリトールが、約２重量％～約１５重量％の量で前記組成物中に存在する、請求項１７
に記載の組成物。
【請求項１９】
前記界面活性剤が、非イオン性界面活性剤である、請求項２～５のいずれか１項に記載の
組成物。
【請求項２０】
前記非イオン性界面活性剤が、ポリソルベートである、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
前記ポリソルベートが、ポリソルベート２０またはポリソルベート８０である、請求項２
０に記載の組成物。
【請求項２２】
前記ポリソルベートが、ポリソルベート２０である、請求項２１に記載の組成物。
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【請求項２３】
前記ポリソルベート２０が、約０．５重量％～約２．５重量％の量で前記組成物中に存在
する、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
前記増粘剤が、グリセリンである、請求項２～５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２５】
前記グリセリンが、約１重量％～約２０重量％の量で前記組成物中に存在する、請求項２
４に記載の組成物。
【請求項２６】
前記香味剤が、アネトール、アニス油、ベイ油、ベンズアルデヒド、ベルガモット油、ク
ヘントウ、ショウノウ、ニオイヒバ油、クロロチモール、桂皮アルデヒド、桂皮油、シト
ロネラ油、丁子油、コールタール、ユーカリプトール、ユーカリ油、オイゲノール、グア
ヤコール、ラベンダー油、メントール、辛子油、ペパーミント油、フェノール、サリチル
酸フェニル、松油、松葉油、ローズマリー油、サッサフラス油、スペアミント油、スパイ
クラベンダー油、ストラックス、タイム油、チモール、トルーバルサム、テレビン油、ウ
ィンターグリーン油またはホウ酸を含む、請求項２～５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２７】
前記香味剤が、ペパーミント油である、請求項２６に記載の組成物。
【請求項２８】
前記ペパーミント油が、約０．０１重量％～約０．３重量％の量で前記組成物中に存在す
る、請求項２７に記載の組成物。
【請求項２９】
前記保存剤が、安息香酸である、請求項２～５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項３０】
前記安息香酸が、約０．０１重量％～約４重量％の量で前記組成物中に存在する、請求項
２９に記載の組成物。
【請求項３１】
前記組成物が、必要に応じて虫歯予防剤を含む、請求項２～５のいずれか１項に記載の組
成物。
【請求項３２】
前記虫歯予防剤が、フッ化物である、請求項３１に記載の組成物。
【請求項３３】
前記フッ化物が、フッ化ナトリウムである、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３４】
前記フッ化ナトリウムが、０重量％～約０．１重量％の量で前記組成物中に存在する、請
求項３３に記載の組成物。
【請求項３５】
前記組成物が、水酸化ナトリウムをさらに含む、請求項２～５のいずれか１項に記載の組
成物。
【請求項３６】
前記水酸化ナトリウムが、０．２５重量％未満（例えば０．１％未満）の量で前記組成物
中に存在する、請求項３５に記載の組成物。
【請求項３７】
前記組成物が、水性組成物である（例えば水を含む）、請求項１～３６のいずれか１項に
記載の組成物。
【請求項３８】
前記組成物が、口腔粘膜にダメージを与えるであろう何らの薬剤も実質的に含まない、請
求項１に記載の組成物。
【請求項３９】
前記組成物が、人工着色料、人工香味剤、人工保存剤、人工甘味料（例えばサッカリン）
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、エチレングリコール、グルテン、グレープフルーツ種子抽出物、パラベン、過酸化物、
フタレート、トリクロサン、およびラウリル硫酸ナトリウムを実質的に含まない、請求項
１に記載の組成物。
【請求項４０】
前記組成物が、１つまたはそれを超えるアルコールを実質的に含まない、請求項１に記載
の組成物。
【請求項４１】
ＰＡＡＧが、以下の式（Ｉ）：
【化４３】

を含み、式中、
ｎは２０～６０００の整数であり、
各Ｒ１は、出現するたびに、水素、アセチル、
【化４４】

から独立して選択され、
式中、Ｒ１置換基の少なくとも２５％はＨであり、Ｒ１置換基の少なくとも１％はアセチ
ルであり、Ｒ１置換基の少なくとも２％は、
【化４５】

である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４２】
前記ＰＡＡＧの分子量が、２０～２００ｋＤａである、請求項４１に記載の組成物。
【請求項４３】
前記ＰＡＡＧの分子量が、３０～１５０ｋＤａである、請求項４２に記載の組成物。
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【請求項４４】
前記ＰＡＡＧの多分散指数が、１．０～２．５である、請求項４１に記載の組成物。
【請求項４５】
前記ＰＡＡＧの多分散指数が、１．５～２．０である、請求項４４に記載の組成物。
【請求項４６】
前記ＰＡＡＧが、１８％～３０％で官能化されている、請求項４１に記載の組成物。
【請求項４７】
ｐＨが約６～約８である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４８】
非発酵性糖（例えばソルビトール、キシリトール）と、
ＰＡＡＧと
を含む口腔ケア組成物であって、前記ＰＡＡＧが、少なくとも０．００３％ｗ／ｖのＰＡ
ＡＧ量で前記組成物中に存在する、口腔ケア組成物。
【請求項４９】
前記ＰＡＡＧが、少なくとも０．００３％ｗ／ｖ～約０．０１％ｗ／ｖのＰＡＡＧ量で前
記組成物中に存在する、請求項４８に記載の組成物。
【請求項５０】
約１０％～約６５％ｗ／ｖの量の複数の非発酵性糖（例えばソルビトールおよびキシリト
ール）、
約１％～約２０％ｗ／ｖの量のグリセリン、
約０．５％～約２．５％ｗ／ｖの量のポリソルベート２０、
約０．０１％～約０．３％ｗ／ｖの量のペパーミント油、
約０．０１％～約４．０％ｗ／ｖの量の安息香酸、および
約０．００１～約０．８％ｗ／ｖの量のＰＡＡＧ
を含む、口腔ケア組成物。
【請求項５１】
約１５％～約３３％ｗ／ｖの量の複数の非発酵性糖（例えばソルビトールおよびキシリト
ール）、
約５％～約１５％ｗ／ｖの量のグリセリン、
約１％～約２％ｗ／ｖの量のポリソルベート２０、
約０．１％～約０．３％ｗ／ｖの量のペパーミント油、
約０．０５％～約０．４％ｗ／ｖ（例えば０．１％）の量の安息香酸、および
約０．００１～約０．００５％ｗ／ｖの量のＰＡＡＧ
を含む、口腔ケア組成物。
【請求項５２】
約２７．５％ｗ／ｖの量の複数の非発酵性糖（例えばソルビトールおよびキシリトール）
、
約１２．５％ｗ／ｖの量のグリセリン、
約１％ｗ／ｖの量のポリソルベート２０、
約０．１８％ｗ／ｖの量のペパーミント油、
約０．１％ｗ／ｖの量の安息香酸、および
約０．００４％ｗ／ｖの量のＰＡＡＧ
を含む、口腔ケア組成物。
【請求項５３】
対象の口腔疾患または口腔疾患の症状を処置または予防するための口腔ケア組成物であっ
て、ＰＡＡＧを含む、口腔ケア組成物。
【請求項５４】
前記口腔疾患が、歯周炎、歯肉炎、虫歯、歯垢、口臭症、歯肉の腫脹、口のびらん、鮮赤
色または紫色の歯肉、光沢のある歯肉、膿汁を放出する歯肉の膨張、重度口臭、圧がかか
った時を除いて無痛の歯肉、穏やかな歯磨きでも、とりわけフロス使用のときに簡単に出
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血する歯肉、様々な重症度のかゆみを有する歯肉、または歯痛である、請求項５３に記載
の組成物。
【請求項５５】
前記対象が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｍｕｔａｎｓ、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ
　ｓａｎｇｕｉｓ、Ｔｒｅｐｏｎｅｍａ　ｄｅｎｔｉｃｏｌａ、Ｐｏｒｐｈｙｒｏｍｏｎ
ａｓ　ｇｉｎｇｉｖａｌｉｓ、Ａｇｇｒｅｇａｔｉｂａｃｔｅｒ　ａｃｔｉｎｏｍｙｃｅ
ｔｅｍｃｏｍｉｔａｎｓ、Ｆｕｓｏｓｐｉｒｏｃｈｅｔｅｓ、Ｖｅｉｌｌｏｎｅｌｌａ、
および病原性Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ、Ａｃｔｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｖｉｓｃｏｓｕｓ
またはＮｏｃａｒｄｉａ　ｓｐｐ．のいくつかの形態からなる群からの１つまたはそれを
超える細菌の存在によって特徴づけられる口腔疾患または状態を有する、請求項５３に記
載の組成物。
【請求項５６】
前記組成物が、相乗効果を達成するための用量で、前記対象に、抗生物質または防腐剤と
組み合わせて投与されることを特徴とする、請求項５３に記載の組成物。
【請求項５７】
前記抗生物質または防腐剤が、メトロニダゾール、過酸化水素、塩化セチルピリジニウム
、キシリトールまたはクロルヘキシジンである、請求項５６に記載の組成物。
【請求項５８】
機械的または超音波デブリードマンの使用によって、細菌および関連する食べかすの表面
層が物理的に口から除去されることを特徴とする、請求項５３に記載の組成物。
【請求項５９】
前記組成物が、約０．５～約２分間、口に接触する、請求項５８に記載の組成物。
【請求項６０】
前記対象が、少なくとも１５秒間の時間にわたって前記組成物で口をすすぐ、請求項５８
に記載の組成物。
【請求項６１】
前記対象が、少なくとも１５秒間～約５分間の時間にわたって前記組成物で口をすすぐ、
請求項６０に記載の組成物。
【請求項６２】
前記組成物が、１日に１～６回使用される、請求項５８に記載の組成物。
【請求項６３】
前記組成物が、１日に１～４回使用される、請求項５８に記載の組成物。
【請求項６４】
前記組成物が、１日に１～２回使用される、請求項５８に記載の組成物。
【請求項６５】
前記有効量が、約５～約３０ｍＬの前記組成物である、請求項５８に記載の組成物。
【請求項６６】
前記有効量が、約５ｍＬの前記組成物である、請求項６５に記載の組成物。
【請求項６７】
前記有効量が、約１０ｍＬの前記組成物である、請求項６５に記載の組成物。
【請求項６８】
前記組成物が、前記対象によって飲み込まれない、請求項５８に記載の組成物。
【請求項６９】
前記組成物が、前記対象によって飲み込まれる、請求項５８に記載の組成物。
【請求項７０】
対象の口中の歯垢を除去するための口腔ケア組成物であって、ＰＡＡＧを含む、口腔ケア
組成物。
【請求項７１】
対象における歯肉炎または歯周炎を処置または予防するための口腔ケア組成物であって、
ＰＡＡＧを含む、口腔ケア組成物。



(7) JP 2016-512545 A5 2017.4.13

【請求項７２】
対象における口臭症を処置または予防するための口腔ケア組成物であって、ＰＡＡＧを含
む、口腔ケア組成物。
【請求項７３】
対象における口腔乾燥症を処置するための口腔ケア組成物であって、ＰＡＡＧを含む、口
腔ケア組成物。
【請求項７４】
前記組成物が、口腔乾燥症の１つまたはそれを超える症状を軽減させることを特徴とする
、請求項７３に記載の組成物。
【請求項７５】
対象の口を湿潤させるための口腔ケア組成物であって、ＰＡＡＧを含む、口腔ケア組成物
。
【請求項７６】
前記組成物が、唾液の流れに取って代わることを特徴とする、請求項７５に記載の組成物
。
【請求項７７】
前記組成物が、細菌、歯垢および食べかすの表面層を口から除去する（例えば物理的に除
去する）ことを特徴とする、請求項７５に記載の組成物。
【請求項７８】
前記除去が、機械的または超音波デブリードマンによるものである、請求項７７に記載の
組成物。
【請求項７９】
対象における歯および歯肉を洗浄するための口腔ケア組成物であって、ＰＡＡＧを含む、
口腔ケア組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２７】
　ドライマウスの例示的な兆候および症状を、以下に提供する。虫歯（口腔乾燥症関連虫
歯）、例えばドライマウスなしの患者における場合よりも攻撃的に進む虫歯、上行性（化
膿性）唾液腺炎、再発しうる大唾液腺（通常耳下腺）の感染、味覚障害、すなわち味の感
覚の変化（例えば金属味）および嗅覚異常、嗅覚の変化、口腔内口臭症（口臭）、口腔感
覚異常、すなわち口中の灼熱感またはうずき感、乾燥しているように見える粘膜、嚥下障
害、すなわち、とりわけ乾燥した食物を食する時の飲み込みおよび咀嚼困難、糸状乳頭の
萎縮を伴う亀裂舌および舌の分葉状の紅斑性外観、義歯の装着困難、口の痛みおよび口腔
粘膜炎、乾燥、痛み、ひび割れた唇および口角、および／またはのどの乾き。
　特定の実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
非発酵性糖（例えばソルビトール、キシリトール）と、
ポリ（アセチル、アルギニル）グルコサミン（ＰＡＡＧ）と
を含む口腔ケア組成物であって、前記ＰＡＡＧの分子量が２０～２００ｋＤａである、口
腔ケア組成物。
（項目２）
増粘剤（例えばグリセリン）、
界面活性剤（例えばポリソルベート２０）、
香味剤、または
保存剤（例えば安息香酸）
をさらに含む、項目１に記載の組成物。
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（項目３）
増粘剤（例えばグリセリン）、
界面活性剤（例えばポリソルベート２０）、
香味剤、および
保存剤（例えば安息香酸）
のうちの少なくとも２つをさらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目４）
増粘剤（例えばグリセリン）、
界面活性剤（例えばポリソルベート２０）、
香味剤、および
保存剤（例えば安息香酸）
のうちの少なくとも３つをさらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目５）
増粘剤（例えばグリセリン）、
界面活性剤（例えばポリソルベート２０）、
香味剤、および
保存剤（例えば安息香酸）
のすべてをさらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目６）
複数の非発酵性糖を含む、項目１に記載の組成物。
（項目７）
前記非発酵性糖が、ソルビトール、キシリトール、マンニトール、グリセリンおよびエリ
スリトールからなる群より選択される、項目６に記載の組成物。
（項目８）
前記非発酵性糖およびＰＡＡＧが、約１５％～約７０％ｗ／ｖの量で前記組成物中に存在
する、項目７に記載の組成物。
（項目９）
前記ＰＡＡＧが、少なくとも０．００３％ｗ／ｖのＰＡＡＧ量で前記組成物中に存在する
、項目８に記載の組成物。
（項目１０）
前記ＰＡＡＧが、少なくとも０．００３％～約０．０５％ｗ／ｖのＰＡＡＧ量で前記組成
物中に存在する、項目９に記載の組成物。
（項目１１）
約１０％～約６５％ｗ／ｖの非発酵性糖と、０．００４％ｗ／ｖのＰＡＡＧとを含む、項
目１０に記載の組成物。
（項目１２）
約１０％～約６５％ｗ／ｖの非発酵性糖と、約０．０１５％～約０．２０％ｗ／ｖのＰＡ
ＡＧとを含む、項目１０に記載の組成物。
（項目１３）
約１０％～約６５％ｗ／ｖの非発酵性糖と、約０．０１８％ｗ／ｖのＰＡＡＧとを含む、
項目１０に記載の組成物。
（項目１４）
前記組成物中に存在するＰＡＡＧの量が、非発酵性糖なしの組成物と比較して減少してい
る、項目１３に記載の組成物。
（項目１５）
前記非発酵性糖の１つがソルビトールである、項目１３に記載の組成物。
（項目１６）
ソルビトールが、約５重量％～約３５重量％の量で前記組成物中に存在する、項目１５に
記載の組成物。
（項目１７）
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前記非発酵性糖の１つがキシリトールである、項目１３に記載の組成物。
（項目１８）
キシリトールが、約２重量％～約１５重量％の量で前記組成物中に存在する、項目１７に
記載の組成物。
（項目１９）
前記界面活性剤が、非イオン性界面活性剤である、項目２～５に記載の組成物。
（項目２０）
前記非イオン性界面活性剤が、ポリソルベートである、項目１９に記載の組成物。
（項目２１）
前記ポリソルベートが、ポリソルベート２０またはポリソルベート８０である、項目２０
に記載の組成物。
（項目２２）
前記ポリソルベートが、ポリソルベート２０である、項目２１に記載の組成物。
（項目２３）
前記ポリソルベート２０が、約０．５重量％～約２．５重量％の量で前記組成物中に存在
する、項目２２に記載の組成物。
（項目２４）
前記増粘剤が、グリセリンである、項目２～５に記載の組成物。
（項目２５）
前記グリセリンが、約１重量％～約２０重量％の量で前記組成物中に存在する、項目２４
に記載の組成物。
（項目２６）
前記香味剤が、アネトール、アニス油、ベイ油、ベンズアルデヒド、ベルガモット油、ク
ヘントウ、ショウノウ、ニオイヒバ油、クロロチモール、桂皮アルデヒド、桂皮油、シト
ロネラ油、丁子油、コールタール、ユーカリプトール、ユーカリ油、オイゲノール、グア
ヤコール、ラベンダー油、メントール、辛子油、ペパーミント油、フェノール、サリチル
酸フェニル、松油、松葉油、ローズマリー油、サッサフラス油、スペアミント油、スパイ
クラベンダー油、ストラックス、タイム油、チモール、トルーバルサム、テレビン油、ウ
ィンターグリーン油またはホウ酸を含む、項目２～５に記載の組成物。
（項目２７）
前記香味剤が、ペパーミント油である、項目２６に記載の組成物。
（項目２８）
前記ペパーミント油が、約０．０１重量％～約０．３重量％の量で前記組成物中に存在す
る、項目２７に記載の組成物。
（項目２９）
前記保存剤が、安息香酸である、項目２～５に記載の組成物。
（項目３０）
前記安息香酸が、約０．０１重量％～約４重量％の量で前記組成物中に存在する、項目
２９に記載の組成物。
（項目３１）
前記組成物が、必要に応じて虫歯予防剤を含む、項目２～５に記載の組成物。
（項目３２）
前記虫歯予防剤が、フッ化物である、項目３１に記載の組成物。
（項目３３）
前記フッ化物が、フッ化ナトリウムである、項目３２に記載の組成物。
（項目３４）
前記フッ化ナトリウムが、０重量％～約０．１重量％の量で前記組成物中に存在する、項
目３３に記載の組成物。
（項目３５）
前記組成物が、水酸化ナトリウムをさらに含む、項目２～５に記載の組成物。
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（項目３６）
前記水酸化ナトリウムが、０．２５重量％未満（例えば０．１％未満）の量で前記組成物
中に存在する、項目３５に記載の組成物。
（項目３７）
前記組成物が、水性組成物である（例えば水を含む）、先行する項目のいずれか１項に記
載の組成物。
（項目３８）
前記組成物が、口腔粘膜にダメージを与えるであろう何らの薬剤も実質的に含まない、項
目１に記載の組成物。
（項目３９）
前記組成物が、人工着色料、人工香味剤、人工保存剤、人工甘味料（例えばサッカリン）
、エチレングリコール、グルテン、グレープフルーツ種子抽出物、パラベン、過酸化物、
フタレート、トリクロサン、およびラウリル硫酸ナトリウムを実質的に含まない、項目１
に記載の組成物。
（項目４０）
前記組成物が、１つまたはそれを超えるアルコールを実質的に含まない、項目１に記載の
組成物。
（項目４１）
ＰＡＡＧが、以下の式（Ｉ）：
【化４３】

を含み、式中、
ｎは２０～６０００の整数であり、
各Ｒ１は、出現するたびに、水素、アセチル、

【化４４】

から独立して選択され、
式中、Ｒ１置換基の少なくとも２５％はＨであり、Ｒ１置換基の少なくとも１％はアセチ
ルであり、Ｒ１置換基の少なくとも２％は、
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【化４５】

である、項目１に記載の組成物。
（項目４２）
前記ＰＡＡＧの分子量が、２０～２００ｋＤａである、項目４１に記載の組成物。
（項目４３）
前記ＰＡＡＧの分子量が、３０～１５０ｋＤａである、項目４２に記載の組成物。
（項目４４）
前記ＰＡＡＧの多分散指数が、１．０～２．５である、項目４１に記載の組成物。
（項目４５）
前記ＰＡＡＧの多分散指数が、１．５～２．０である、項目４４に記載の組成物。
（項目４６）
前記ＰＡＡＧが、１８％～３０％で官能化されている、項目４１に記載の組成物。
（項目４７）
ｐＨが約６～約８である、項目１に記載の組成物。
（項目４８）
非発酵性糖（例えばソルビトール、キシリトール）と、
ＰＡＡＧと
を含む口腔ケア組成物であって、前記ＰＡＡＧが、少なくとも０．００３％ｗ／ｖのＰＡ
ＡＧ量で前記組成物中に存在する、口腔ケア組成物。
（項目４９）
前記ＰＡＡＧが、少なくとも０．００３％ｗ／ｖ～約０．０１％ｗ／ｖのＰＡＡＧ量で前
記組成物中に存在する、項目４８に記載の組成物。
（項目５０）
約１０％～約６５％ｗ／ｖの量の複数の非発酵性糖（例えばソルビトールおよびキシリト
ール）、
約１％～約２０％ｗ／ｖの量のグリセリン、
約０．５％～約２．５％ｗ／ｖの量のポリソルベート２０、
約０．０１％～約０．３％ｗ／ｖの量のペパーミント油、
約０．０１％～約４．０％ｗ／ｖの量の安息香酸、および
約０．００１～約０．８％ｗ／ｖの量のＰＡＡＧ
を含む、口腔ケア組成物。
（項目５１）
約１５％～約３３％ｗ／ｖの量の複数の非発酵性糖（例えばソルビトールおよびキシリト
ール）、
約５％～約１５％ｗ／ｖの量のグリセリン、
約１％～約２％ｗ／ｖの量のポリソルベート２０、
約０．１％～約０．３％ｗ／ｖの量のペパーミント油、
約０．０５％～約０．４％ｗ／ｖ（例えば０．１％）の量の安息香酸、および
約０．００１～約０．００５％ｗ／ｖの量のＰＡＡＧ
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を含む、口腔ケア組成物。
（項目５２）
約２７．５％ｗ／ｖの量の複数の非発酵性糖（例えばソルビトールおよびキシリトール）
、
約１２．５％ｗ／ｖの量のグリセリン、
約１％ｗ／ｖの量のポリソルベート２０、
約０．１８％ｗ／ｖの量のペパーミント油、
約０．１％ｗ／ｖの量の安息香酸、および
約０．００４％ｗ／ｖの量のＰＡＡＧ
を含む、口腔ケア組成物。
（項目５３）
口腔疾患または口腔疾患の症状を処置または予防する方法であって、対象に、ＰＡＡＧを
含む、有効量の口腔ケア組成物を投与することを含む、方法。
（項目５４）
前記口腔疾患が、歯周炎、歯肉炎、虫歯、歯垢、口臭症、歯肉の腫脹、口のびらん、鮮赤
色または紫色の歯肉、光沢のある歯肉、膿汁を放出する歯肉の膨張、重度口臭、圧がかか
った時を除いて無痛の歯肉、穏やかな歯磨きでも、とりわけフロス使用のときに簡単に出
血する歯肉、様々な重症度のかゆみを有する歯肉、または歯痛である、項目５３に記載の
方法。
（項目５５）
前記対象が、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｍｕｔａｎｓ、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ
　ｓａｎｇｕｉｓ、Ｔｒｅｐｏｎｅｍａ　ｄｅｎｔｉｃｏｌａ、Ｐｏｒｐｈｙｒｏｍｏｎ
ａｓ　ｇｉｎｇｉｖａｌｉｓ、Ａｇｇｒｅｇａｔｉｂａｃｔｅｒ　ａｃｔｉｎｏｍｙｃｅ
ｔｅｍｃｏｍｉｔａｎｓ、Ｆｕｓｏｓｐｉｒｏｃｈｅｔｅｓ、Ｖｅｉｌｌｏｎｅｌｌａ、
および病原性Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ、Ａｃｔｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｖｉｓｃｏｓｕｓ
またはＮｏｃａｒｄｉａ　ｓｐｐ．のいくつかの形態からなる群からの１つまたはそれを
超える細菌の存在によって特徴づけられる口腔疾患または状態を有する、項目５３に記載
の方法。
（項目５６）
相乗効果を達成するための用量で、対象に、抗生物質または防腐剤を投与する工程をさら
に含む、項目５３に記載の方法。
（項目５７）
前記抗生物質または防腐剤が、メトロニダゾール、過酸化水素、塩化セチルピリジニウム
、キシリトールまたはクロルヘキシジンである、項目５６に記載の方法。
（項目５８）
機械的または超音波デブリードマンの使用によって、細菌および関連する食べかすの表面
層を物理的に口から除去する工程をさらに含む、項目５３に記載の方法。
（項目５９）
前記組成物が、約０．５～約２分間、口に接触する、項目５８に記載の方法。
（項目６０）
前記対象が、少なくとも１５秒間の時間にわたって前記組成物で口をすすぐ、項目５８に
記載の方法。
（項目６１）
前記対象が、少なくとも１５秒間～約５分間の時間にわたって前記組成物で口をすすぐ、
項目６０に記載の方法。
（項目６２）
前記組成物が、１日に１～６回使用される、項目５８に記載の方法。
（項目６３）
前記組成物が、１日に１～４回使用される、項目５８に記載の方法。
（項目６４）
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前記組成物が、１日に１～２回使用される、項目５８に記載の方法。
（項目６５）
前記有効量が、約５～約３０ｍＬの前記組成物である、項目５８に記載の方法。
（項目６６）
前記有効量が、約５ｍＬの前記組成物である、項目６５に記載の方法。
（項目６７）
前記有効量が、約１０ｍＬの前記組成物である、項目６５に記載の方法。
（項目６８）
前記組成物が、前記対象によって飲み込まれない、項目５８に記載の方法。
（項目６９）
前記組成物が、前記対象によって飲み込まれる、項目５８に記載の方法。
（項目７０）
対象の口中の歯垢を除去する方法であって、ＰＡＡＧを含む、有効量の口腔ケア組成物を
前記対象に投与することを含む、方法。
（項目７１）
対象における歯肉炎または歯周炎を処置または予防する方法であって、ＰＡＡＧを含む、
有効量の口腔ケア組成物を前記対象に投与することを含む、方法。
（項目７２）
対象における口臭症を処置または予防する方法であって、ＰＡＡＧを含む、有効量の口腔
ケア組成物を前記対象に投与することを含む、方法。
（項目７３）
対象における口腔乾燥症を処置する方法であって、ＰＡＡＧを含む、有効量の口腔ケア組
成物を前記対象に投与することを含む、方法。
（項目７４）
前記方法が、口腔乾燥症の１つまたはそれを超える症状を軽減させる、項目７３に記載の
方法。
（項目７５）
対象の口を湿潤させる方法であって、ＰＡＡＧを含む、有効量の口腔ケア組成物を前記対
象に投与することを含む、方法。
（項目７６）
前記方法が、唾液の流れに取って代わる、項目７５に記載の方法。
（項目７７）
前記方法が、細菌、歯垢および食べかすの表面層を口から除去する（例えば物理的に除去
する）、項目７５に記載の方法。
（項目７８）
前記除去が、機械的または超音波デブリードマンによるものである、項目７７に記載の方
法。
（項目７９）
対象における歯および歯肉を洗浄する方法であって、ＰＡＡＧを含む、有効量の口腔ケア
組成物を前記対象に投与することを含む、方法。
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